
　

「
ひ
か
り
は
北

へ
」。
こ
れ
は
、
い

ま
か
ら
数
10
年
前
、

東
北
新
幹
線
が
整
備

新
幹
線
と
し
て
着
工

さ
れ
て
い
た
当
時
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
。
来
月
４
日
、

東
北
新
幹
線
が
新
青
森
駅
ま
で
延

伸
開
業
と
な
る
。
県
都
・
青
森
市

に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
ひ
か
り
」

な
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
光

に
は
必
ず
影
が
付
き
ま
と
う
。
八

戸
〜
青
森
間
の
経
営
分
離
は
延
伸

開
業
と
い
う
光
の
「
陰
」
で
あ
る
。

地
元
利
用
者
は
も
と
よ
り
県
や
沿

線
自
治
体
に
と
っ
て
は
重
い
負
担

を
強
い
ら
れ
る
だ
け
に
、
華
や
ぎ

ば
か
り
に
浮
か
れ
て
は
い
ら
れ
な

い
▼
10
月
１
日
、
盛
岡
駅
が
開
業

１
２
０
周
年
を
迎
え
た
。
単
線
非

電
化
で
始
ま
っ
た
東
北
本
線
は

「
43
・
10
ダ
イ
ヤ
改
正
」
で
複
線

電
化
へ
と
大
き
く
発
展
を
遂
げ
、

今
日
に
至
っ
た
。
そ
の
東
北
本
線

が
盛
岡
で
断
ち
切
ら
れ
る
。
さ
れ

ど
も
、
線
路
は
北
海
道
ま
で
続
き
、

「
東
北
本
線
」
は
北
の
大
地
と
首

都
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る

こ
と
に
も
変
わ
り
は
な
い
。
「
鉄

路
を
残
す
」
た
め
に
も
、
国
に
よ

る
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

「
交
通
基
本
法
」
制
定
を
掲
げ
る

民
主
党
・
社
民
党
の
奮
闘
に
期
待

を
し
た
い
▼
青
森
市
議
選
が
行
わ

れ
、
齋
藤
憲
雄
市
議
が
４
期
目
の

議
席
確
保
を
果
た
し
た
。
厳
し
い

選
挙
戦
を
闘
い
抜
い
た
全
て
の
仲

間
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
。
青
森
市
政
は
、
新
幹

線
の
新
青
森
駅
開
業
に
よ
っ
て
、

大
き
な
課
題
を
背
負
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
鉄
道
に
働

く
者
の
声
を
行
政
へ
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

▼
来
春
は
統
一
地
方
選
挙
が
控
え

て
い
る
。
地
方
本
部
の
真
価
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
J
R
不
採

用
問
題
を
解
決
し
た
力
を
バ
ネ
に
、

奈
良
岡
克
也
県
議
、
久
保
幸
喜
県

議
、
木
村
幸
弘
県
議
そ
し
て
山
崎

道
夫
町
議
の
勝
利
を
め
ざ
し
、
共

に
頑
張
ろ
う
！
（
要
）
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「
団
員
の
雇
用
確
保
」本
部
に
集
中
し
進
め
る

第66回定期地方大会

組
織
拡
大
と
職
場
の
闘
い
強
化
を

組
織
拡
大
と
職
場
の
闘
い
強
化
を

　

中村平和環境
岩手県労働センター副議長

伊沢社民党
岩手県連合幹事長

高橋国労本部委員長

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

齋
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

地
方
本
部
は
、
第
66
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
17
日
に
岩
手
労
働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）
で
関
係
者
約
１

０
０
人
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

経
過
・
方
針
で
は
新
幹
線
青
森
駅
開
業
に
伴
う
問
題
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
訴
訟
和
解
、
一
括
和
解
後
の
職

場
の
実
態
と
合
わ
せ
た
組
織
強
化
・
拡
大
、
選
挙
闘
争
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
不
採
用
問
題
訴
訟
和
解
に
つ

い
て
は
、
髙
橋
本
部
委
員
長
か
ら
経
過
と
雇
用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
向
こ
う
一
年
間
は
①
闘
争
団
員
の
雇
用
確
保
に
つ
い
て
は
本
部
に
集
中
し
闘
い
を
進
め
る
②
運

動
の
軸
が
職
場
、
労
働
条
件
問
題
に
移
る
こ
と
を
受
け
、
組
織
拡
大
と
結
合
し
職
場
で
の
闘
い
を
強
化
す
る

③
10
月
の
青
森
市
議
選
挙
、
来
春
の
統
一
自
治
体
選
挙
で
組
織
内
候
補
の
当
選
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
な
ど

を
決
定
、
意
思
統
一
し
た
。

　

な
お
、
大
会
終
了
後
に
は
不
採
用
事
件
訴
訟
和
解
報
告
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
９
時
30
分
に
阿
部
執
行

副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
代
議
員
44
人
中
37
人
（
９

時
20
分
現
在
）
の
出
席
を
確
認
し

大
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
宣

言
。
議
長
に
笹
山
賀
庸
代
議
員

（
八
戸
工
務
分
会
）、
副
議
長
に

折
戸
俊
幸
代
議
員
（
盛
岡
駅
連
合

分
会
）
を
選
出
し
、
議
長
団
の
挨

拶
を
受
け
議
事
に
入
っ
た
。

　

最
初
に
、
齋
藤
執
行
委
員
長
が

地
方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
（
要
旨

別
掲
）。
続
い
て
、
中
村
亨
平
和

環
境
岩
手
県
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー

副
議
長
始
め
外
部
の
来
賓
の
方
々

や
髙
橋
本
部
委
員
長
、
帯
広
・
音

威
子
府
闘
争
団
代
表
、
国
労
議
員

団
ら
内
部
の
皆
さ
ん
（
別
掲
）
か

ら
挨
拶
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
中
堤
執
行
委
員
の
大

会
日
程
説
明
、
菊
池
執
行
委
員
か

ら
大
会
開
催
期
日
延
期
提
案
が
承

認
さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
を
確
認
、
佐
々
木
書
記
長
か
ら

協
約
協
定
の
締
結
が
提
案
さ
れ
承

認
。
経
過
と
２
０
１
0
年
度
運
動

方
針
を
書
記
長
が
報
告
・
提
案
、

〈
来
賓
〉
（
挨
拶
順
）

　

中
村
亨
平
和
環
境
岩
手
県
労
働

組
合
セ
ン
タ
ー
副
議
長
、
伊
沢
昌

弘
社
会
民
主
党
岩
手
県
連
合
幹
事

長
、
瀬
川
正
清
日
本
共
産
党
岩
手

県
委
員
会
書
記
長
、
柴
谷
正
孝
岩

留
場
継
義
選
管
長
（
宮
古
地
域
分

会
）
が
地
方
委
員
の
告
示
を
報
告
、

小
林
副
委
員
長
か
ら
２
０
０
９
年

度
の
決
算
報
告
と
山
川
治
会
計
監

査
委
員
（
青
森
運
転
分
会
）
の
監

査
報
告
を
受
け
決
算
を
承
認
。
会

館
、
相
互
援
護
会
な
ど
の
事
業
報

告
が
三
浦
職
員
か
ら
あ
り
、
組
織

検
討
委
員
会
の
答
申
・
承
認
と
進

み
昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
経
過
と
方
針
に

入
り
８
人
の
代
議
員
（
特
別
代
議

員
含
む
）
が
新
幹
線
青
森
延
伸
関

連
、
組
織
拡
大
、
昇
進
試
験
な
ど

で
発
言
、
執
行
部
答
弁
と
書
記
長

集
約
（
裏
面
掲
載
）
が
行
わ
れ
、

拍
手
の
中
、
方
針
が
原
案
通
り
確

立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
０
年
度
予
算

（
案
）
を
小
林
執
行
副
委
員
長
が

提
案
、
承
認
さ
れ
、
組
織
検
討
委

員
会
の
設
置
を
確
認
、
ス
ト
ラ
イ

キ
権
確
立
一
票
投
票
で
ス
ト
ラ
イ

キ
権
を
43
人
全
員
の
賛
成
で
確
立

し
た
。
続
い
て
、
留
場
義
継
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
告
示
さ
れ
て
い

た
地
方
委
員
15
人
の
無
投
票
当
選

（
裏
面
）
を
確
認
し
た
旨
の
報
告

が
あ
り
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
（
裏
面
）
に
移
っ
た
。

　

大
会
も
大
詰
め
を
迎
え
、
大
会

宣
言
を
採
決
し
議
長
・
副
議
長
団

の
労
を
労
い
、
齋
藤
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　

地
方
闘
争
委
員
会
を
代
表
し
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
０
４
７
名
問
題
、
国
鉄
改
革

攻
撃
か
ら
今
日
ま
で
国
労
は
頑
張

り
闘
っ
て
き
た
。
今
更
な
が
ら
よ

く
闘
っ
て
き
た
と
思
う
。
そ
の
過

程
の
中
で
自
ら
の
命
を
絶
ち
、
健

康
を
害
し
て
亡
く
な
っ
た
人
も
い

る
。
ま
た
、
職
場
で
は
人
間
関
係

が
ず
た
ず
た
に
さ
れ
た
。
今
回
の

裁
判
で
の
和
解
を
皆
と
と
も
喜
び

合
い
た
い
。
雇
用
の
確
保
に
全
力

を
あ
げ
、
同
時
に
支
援
し
て
く
れ

た
共
闘
の
仲
間
に
今
後
の
運
動
で

少
し
で
も
返
し
て
い
こ
う
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
確
立
と
労
働

条
件
改
善
に
向
け
、
東
日
本
会
社

の
12
月
の
新
幹
線
青
森
延
伸
ダ
イ

ヤ
改
正
、
設
備
・
電
気
部
門
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
検
修
外
注
合
理
化

や
貨
物
会
社
の
人
件
費
抑
制
の
た

め
外
注
化
な
ど
に
、
公
平
・
公
正

な
人
事
配
置
や
技
術
継
承
を
含
め

交
渉
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
エ
ル
ダ
―
社
員
の
待

遇
改
善
と
定
年
問
題
を
含
め
安
心

し
て
働
き
続
け
る
職
場
作
り
に
努

力
し
て
い
く
。

　

組
織
・
強
化
拡
大
は
、
国
労
の

存
亡
を
か
け
た
喫
緊
の
闘
い
、
闘

い
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
脱
退
者

に
対
す
る
感
情
論
も
理
解
す
る

が
、
我
々
の
運
動
の
正
し
さ
が
示

さ
れ
た
今
こ
そ
、
「
働
き
や
す
い

職
場
を
共
に
作
る
た
め
、
一
緒
に

労
働
運
動
を
や
ろ
う
」
と
訴
え
取

り
組
ん
で
い
こ
う
。

　

選
挙
に
つ
い
て
、
10
月
31
日
投

票
の
青
森
市
議
選
挙
に
組
織
内
候

補
の
斎
藤
憲
雄
氏
が
４
度
目
の
当

選
を
目
指
し
立
候
補
す
る
。
必
勝

に
支
援
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

来
春
は
統
一
選
挙
、
奈
良
岡
青
森

県
議
、
久
保
・
木
村
岩
手
県
議
、

山
崎
矢
巾
町
議
の
２
期
目
へ
の
挑

戦
の
選
挙
に
な
る
。
４
氏
と
も
厳

し
い
選
挙
、
勝
利
す
る
た
め
友

人
・
知
人
の
紹
介
を
含
め
体
制
作

り
を
お
願
い
し
た
い
。

　

来
春
闘
は
、
景
気
の
低
迷
が
続

い
て
は
い
る
が
、
企
業
の
内
部
留

保
金
の
社
員
へ
の
配
分
、
賃
上
げ

と
制
度
・
政
策
要
求
の
獲
得
に
向

け
、
東
日
本
本
部
と
連
携
し
闘
い

を
構
築
し
て
い
く
。

　

最
後
に
、
今
後
も
職
場
か
ら
の

運
動
を
お
願
い
し
、
諸
課
題
の
解

決
に
先
頭
に
立
ち
奮
闘
し
て
い
く

決
意
を
訴
え
て
挨
拶
と
し
ま
す
。

手
県
交
運
労
協
議
長
、
下
斗
米
義

孝
東
北
労
働
金
庫
岩
手
県
副
本
部

長
、
吉
田
恵
一
全
労
済
岩
手
県
本

部
専
務
執
行
役
員
、
浦
山
正
年
ハ

ピ
ネ
ス
共
済
会
専
務
理
事
、
髙
橋

伸
二
国
労
本
部
委
員
長
、
高
野
早

苗
国
労
東
日
本
本
部
委
員
長
、
金

児
順
一
音
威
子
府
闘
争
団
団
長
・

小
西
邦
弘
同
団
事
務
局
次
長
、
馬

渕
茂
帯
広
闘
争
団
団
長
夫
妻
、
国

労
盛
岡
地
本
議
員
団
（
阿
部
一
男

花
巻
市
議
会
議
員
、
山
崎
道
夫
矢

巾
町
議
会
議
員
、
星
敦
子
北
上
市

議
会
議
員
、
木
村
幸
弘
岩
手
県
議

会
議
員
、
久
保
幸
喜
岩
手
県
議
会

　

経
過
と
方
針
で
は
、
8
人
の
代

議
員
特
別
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

っ
た
。
発
言
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

◎
千
葉
信
吉
特
別
代
議
員

（
一
関
地
区
協
議
会
代
表
）

▽
ジ
ャ
ス
タ
ー
へ
の
出
向
者
組
合

員
の
、
東
日
本
の
出
向
者
連
絡
会

へ
の
組
織
化
、
あ
る
い
は
分
会
組

織
化
は
考
え
て
い
る
の
か
。
出
向

先
の
労
働
条
件
の
改
善
の
取
り
組

み
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

▽
家
族
会
活
動
へ
の
参
加
の
呼
び

掛
け
に
、
皆
さ
ん
も
奥
さ
ん
に
呼

議
員
、
奈
良
岡
克
也
青
森
県
議
会

議
員
）、
紹
介
（
細
川
久
男
鉄
道

退
職
者
の
会
盛
岡
支
部
連
合
会
事

務
局
長
、
佐
々
木
香
代
子
盛
岡
地

本
家
族
会
会
長
）

〈
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉
（
順
不
動
）

　

全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合
岩

手
県
連
合
会
、
自
治
労
岩
手
県
本

部
、
岩
手
県
高
等
学
校
教
職
員
組

合
、
岩
手
県
交
通
労
働
組
合
、
全

自
交
労
連
岩
手
地
方
本
部
、
全
農

林
東
北
地
方
本
部
岩
手
県
事
務

所
、
東
北
労
働
金
庫
労
働
組
合
岩

手
県
支
部
、
全
労
済
労
働
組
合
岩

手
支
部
、
全
国
交
運
共
済
東
北
支

所
（
国
労
関
係
は
紙
面
上
割
愛
）

び
掛
け
て
ほ
し
い
。
両
輪
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。

◎
蝦
名
忠
夫
特
別
代
議
員

　

（
青
森
地
区
協
議
会
代
表
）

▽
青
森
市
議
会
議
員
選
挙
、
斎
藤

憲
雄
氏
４
度
目
当
選
向
け
全
力
を

あ
げ
て
い
る
。
支
部
専
従
者
の
い

な
い
中
で
の
初
め
て
の
選
挙
、
組

織
も
減
り
厳
し
い
状
況
、
皆
さ
ん

か
ら
の
知
人
な
ど
へ
の
呼
び
か
け

と
支
援
を
を
お
願
い
す
る
。

◎
小
原
典
昭
代
議
員

　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
１
０
４
７
名
問
題
の
解
決
は
う

れ
し
い
こ
と
。
雇
用
確
保
の
取
り

組
み
に
全
力
を
あ
げ
て
い
こ
う
。

▽
昇
進
・
昇
格
試
験
８
人
が
受
験

し
た
が
全
員
一
次
試
験
で
不
合
格
、

あ
ま
り
に
も
酷
い
。
何
ら
か
の
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

▽
新
規
採
用
８
人
が
配
属
さ
れ
、

寮
に
入
っ
て
い
る
３
人
に
は
国
労

グ
ッ
ツ
な
ど
を
手
渡
し
な
ど
の
取

（
次
頁
へ
続
く
）

大　会
特集号

方針討論

新
幹
線
の
青
森
延
伸
、組
織
拡
大

　

貨
物
問
題
や
昇
進
問
題
な
ど
討
論

＝＝
代
議
員（
特
別
含
む
）の
８
人
が
発
言
＝＝

笹
山
、折
戸
氏
の
議
長
団
で
進
行


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大会は約100人参加し開催された
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音威子府闘争団・金児団長と小泉事務局次長（左）

帯広闘争団・馬渕夫妻

今
日
ま
で
の

支
援
に
感
謝

執
行
部・東
日
本
本
部
中
間
答
弁（
要
旨
）

共に闘い進める
〈選挙闘争よろしく〉
＝議員団6人が参加し挨拶＝

組
織
拡
大
に
取
り
組
み

　

国
労
運
動
を
若
い
世
代
へ

今日までの苦労と闘いへの謝意を述べる馬渕茂夫妻

『
気
仙
沼
』が

最
優
秀
賞

地
方
委
員

15
人
を
選
出

佐々木書記長
集約（要旨）

　

大
会
に
は
、
不
採
用
問
題
の
訴

訟
上
で
の
和
解
を
受
け
、
音
威
子

府
闘
争
団
か
ら
金
児
順
一
団
長
と

小
西
邦
弘
同
団
事
務
局
次
長
、
帯

広
闘
争
団
か
ら
馬
渕
茂
夫
妻
が
参

加
し
挨
拶
を
受
け
た
。

　
　
　
　

◇

〈
金
児
順
一
団
長
〉

　

こ
の
間
、
皆
さ
ん
を
は
じ
め
全

国
の
仲
間
か
ら
の
支
援
の
中
、
闘

い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
挨

拶
で
き
る
こ
と
に
感
激
し
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
国
労
で
不
採
用
に

な
っ
た
か
ら
国
労
で
解
決
を
と
運

動
を
進
め
き
た
。
団
員
の
平
均
年

齢
も
54
歳
、
子
ど
も
は
自
立
し
親

の
介
護
が
必
要
な
年
齢
に
な
っ

た
。
今
後
も
雇
用
の
確
保
に
向

け
、
辿
り
着
い
た
の
が
到
達
点
と

思
い
頑
張
り
た
い
。

　
　
　
　

◇

〈
馬
渕
茂
団
長
〉

　

雇
用
・
年
金
・
解
決
金
に
一
定

の
成
果
が
あ
り
、
裁
判
上
で
の
和

解
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
雇
用

問
題
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
公
的

部
門
へ
の
雇
用
の
確
保
要
請
に
つ

い
て
は
、
元
国
労
本
部
青
年
部
長

で
現
在
、
北
海
道
道
議
の
池
本
柳

次
議
員
に
依
頼
し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
今
日
ま
で

の
全
国
の
仲
間
の
支
援
に
感
謝
し

た
い
。
自
身
も
う
60
歳
、
年
金
生

活
に
入
る
が
、
今
後
も
地
域
で
頑

張
り
た
い
。

（
次
頁
か
ら
続
く
）

り
組
み
が
で
き
た
。
退
職
者
多
く

な
っ
て
い
る
中
、
拡
大
に
向
け
全

組
合
員
、
全
機
関
が
本
気
で
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。

▽
新
幹
線
の
青
森
延
伸
開
業
ま
で

50
日
、
出
向
・
移
動
な
ど
公
平
・

公
正
な
人
事
を
求
め
て
ほ
し
い
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
慎
重
な

対
応
と
職
場
討
議
の
時
間
の
確
保

が
必
要
だ
。

◎
川
原
昭
特
別
代
議
員

　

（
運
転
協
議
会
）

▽
車
両
検
修
合
理
化
、
施
策
の
延

長
線
上
に
は
エ
ル
ダ
―
社
員
の
雇

用
の
確
保
と
い
う
が
、
安
全
・
技

術
継
承
上
で
も
多
く
の
問
題
が
あ

る
。
職
能
別
協
議
会
と
し
て
も
解

明
を
出
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

◎
館
川
幸
也
代
議
員

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

▽
八
戸
の
検
修
基
地
が
廃
止
、
６

人
が
盛
岡
に
移
動
し
違
う
仕
事
を

し
て
い
る
。
安
全
・
安
定
輸
送
上

か
ら
も
仕
事
総
点
検
・
摘
発
行
動

が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
貨
物
の
労
働
条
件
悪
化
の
一
途

で
勤
労
意
欲
が
失
わ
れ
て
い
る
。

特
に
賃
金
問
題
に
は
若
い
社
員
も

敏
感
、
組
織
拡
大
を
進
め
る
う
え

で
も
旅
客
・
貨
物
一
体
の
闘
い
を

進
め
て
の
改
善
が
必
要
だ
。

◎
留
場
義
継
代
議
員

　

（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
岩
泉
線
の
土
砂
崩
壊
事
故
、
茂

市
駅
で
は
マ
ス
コ
ミ
へ
の
電
話
対

応
で
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
支
社

で
の
一
元
化
対
応
は
出
な
い
も
の

か
。
ま
た
、
事
故
に
対
す
る
国
労

の
考
え
方
は
。

▽
不
採
用
問
題
の
和
解
、
本
当
に

よ
か
っ
た
。
自
分
も
分
割
民
営
化 

時
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
時
期
で

大
変
だ
っ
た
思
い
が
あ
る
。
和
解

に
つ
い
て
脱
退
者
の
先
輩
か
ら
も

良
か
っ
た
な
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◎
阿
保
光
春
特
別
代
議
員

　

（
青
森
支
部
代
表
）

▽
新
幹
線
青
森
延
伸
に
伴
う
会
議

時
の
指
定
席
料
金
の
支
払
い
を
検

　

執
行
部
・
東
日
本
本
部
か
ら
の

答
弁
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

○
東
日
本
本
部
で
も
出
向
者
連
絡

会
の
在
り
方
は
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
労
働
条
件
の
改
善
の

問
題
は
、
６
月
の
本
社
と
の
確
認

の
も
と
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

○
新
幹
線
青
森
延
伸
に
伴
う
指
定

席
券
料
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

○
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
新
規
、

社
会
人
採
用
者
と
職
場
の
中
で
繋

が
り
を
作
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
労
働
協
約
問
題
、
他
労
組
を
上

回
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、

地
方
と
意
思
統
一
し
要
求
と
交
渉

を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
昇
進
・
昇
格
試
験
、
厳
し
い
実

態
も
報
告
さ
れ
る
が
、
主
任
合
格
、

助
役
合
格
も
お
り
一
定
の
成
果
は

あ
る
。
受
験
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

○
新
幹
線
延
伸
に
伴
う
、
出
向
、

移
動
に
つ
い
て
は
交
渉
の
中
な
ど

で
も
公
平
・
公
正
を
求
め
て
い
く
。

○
検
修
合
理
化
問
題
、
職
協
と
も

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
岩
泉
線
の
崩
落
事
故
問
題
、
役

員
が
出
向
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、

率
直
に
受
け
止
め
る
。
た
だ
、
同

問
題
は
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
対

応
は
今
後
意
見
交
換
し
進
め
た
い
。

　

地
方
議
員
団
も
大
会
に
参
加

（
選
挙
が
押
し
迫
っ
て
い
る
斎
藤

憲
雄
青
森
市
議
と
所
用
の
た
め
三

浦
敬
元
北
上
市
議
が
不
参
加
）
し
、

阿
部
一
男
花
巻
市
議
（
左
一
人

目
）
か
ら
先
に
行
わ
れ
た
市
議
選

挙
へ
の
お
礼
と
山
崎
道
夫
矢
巾
町

議
（
左
２
人
目
）
、
奈
良
岡
克
也

青
森
県
議
（
中
央
）
、
木
村
幸
弘

岩
手
県
議
（
右
二
人
目
）
、
久
保

幸
喜
岩
手
県
議
（
右
一
人
目
）
か

ら
来
春
の
統
一
選
挙
へ
の
決
意
、

星
敦
子
北
上
市
議
（
左
２
人
目
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
、
選

挙
の
取
り
組
み
も
確
認
し
た
。

指
示
の
も
と
本
部
に
集
中
し
機
敏

に
対
応
し
て
い
く
。

〈
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取
り

組
み
と
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
の
闘
い
〉

　

会
社
と
の
一
括
和
解
後
も
職
場

状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
声
も

あ
る
が
、
昇
進
試
験
の
複
数
合
格
、

長
期
単
身
赴
任
の
解
消
、
限
定
運

転
士
へ
の
合
格
な
ど
変
化
は
み
ら

れ
る
。
和
解
の
主
旨
、
差
別
を
な

く
し
対
等
な
労
使
関
係
を
め
ざ
し
、

職
場
で
の
話
し
合
い
、
意
見
交
換

が
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
ま
た
、
仕
事
総
点
検
・
安
全

総
点
検
を
取
り
組
み
、
効
率
化
施

策
の
検
証
を
進
め
て
い
く
。
12
月

ダ
イ
ヤ
改
正
、
設
備
・
電
気
部
門

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
、
検
修
合

理
化
な
ど
に
は
、
技
術
継
承
問
題

も
含
め
取
り
組
む
。
出
向
・
配
転

は
、
本
人
希
望
、
公
平
・
公
正
な

扱
い
を
求
め
て
い
く
。
出
向
先
の

問
題
は
、
東
日
本
本
部
と
会
社
の

確
認
に
沿
い
改
善
に
努
め
る
。
来

春
闘
は
、
貨
物
会
社
12
年
連
続
の

ベ
ア
・
ゼ
ロ
を
許
さ
な
い
た
め
に

も
、
本
部
や
貨
物
協
議
会
、
東
北

協
議
会
と
旅
客
・
貨
物
一
体
で
闘

う
。

〈
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
〉

　

会
社
の
一
企
業
一
組
合
路
線
か

ら
複
数
労
働
組
合
を
認
め
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
一
括
和
解
を
契
機

に
、
若
い
社
員
と
か
か
わ
り
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
声
も

あ
る
。
他
労
組
と
同
じ
土
俵
に
立

っ
た
と
い
う
情
勢
を
活
か
し
、
拡

大
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
固
め

あ
い
た
い
。
対
策
会
議
も
適
宜
開

催
す
る
の
で
地
本
・
支
部
・
分
会

一
体
に
な
り
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

〈
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
〉

　

盛
岡
以
北
の
並
行
在
来
線
は
、

通
学
・
通
勤
・
通
院
な
ど
生
存
権
、

環
境
・
物
流
上
か
ら
も
大
切
な
鉄

路
だ
。
引
き
続
き
本
部
・
岩
手
・

青
森
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各

対
策
会
議
と
連
携
し
交
通
基
本
法

の
制
定
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
運

動
を
進
め
て
い
く
。

〈
政
治
闘
争
に
つ
い
て
〉

　

参
議
院
選
挙
で
与
野
党
が
逆
転
、

憲
法
改
正
論
議
が
進
む
可
能
性
が

あ
り
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
闘

い
を
平
和
環
境
セ
ン
タ
ー
や
平
和

労
組
会
議
、
政
党
な
ど
と
連
携
し

進
め
て
い
く
。
10
月
31
日
投
票
の

斎
藤
憲
雄
氏
の
青
森
市
議
選
挙
で

の
当
選
、
来
春
の
奈
良
岡
・
木
村

・
久
保
県
議
、
山
崎
町
議
の
再
選

を
め
ざ
し
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

　

最
後
に
、
首
切
り
を
許
さ
ず
、

差
別
を
許
さ
な
い
国
労
の
運
動
を

若
い
世
代
に
財
産
と
し
て
引
き
継

い
で
い
く
た
め
奮
闘
し
よ
う
。

〈
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
最
終
解
決

を
め
ざ
す
闘
い
〉

　

訴
訟
和
解
は
、
多
く
の
仲
間
の

支
援
、
自
治
体
決
議
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧

告
な
ど
で
風
化
さ
せ
ず
、
国
労
の

団
結
、
４
者
・
４
団
体
の
団
結
と

裁
判
闘
争
や
大
衆
闘
争
の
成
果
で

あ
り
、
政
権
交
代
と
い
う
面
も
あ

っ
た
。
雇
用
の
確
保
に
向
け
本
部

討
し
て
ほ
し
い
。

▽
新
幹
線
延
伸
に
伴
う
人
事
関
係
、

差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
公

平
・
公
正
を
求
め
希
望
通
り
の
実

現
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

◎
髙
橋
凉
特
別
代
議
員

　

（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
八
戸
臨
海
か
ら
東
北
ロ
ジ
ス
テ

ッ
ク
へ
の
出
向
替
え
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
に
は

東
日
本
会
社
か
ら
も
出
向
に
出
て

い
る
。
休
日
減
な
ど
労
働
条
件
が

厳
し
い
。
一
体
と
な
り
労
働
条
件

の
改
善
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

▽
東
日
本
の
エ
ル
ダ
―
社
員
、
貨

物
の
嘱
託
社
員
制
度
で
定
年
後
も

仕
事
を
し
て
い
る
が
賃
金
、
休
み

も
少
な
く
き
つ
い
。
過
日
開
催
さ

れ
た
地
本
エ
ル
ダ
―
交
流
会
に
貨

物
の
嘱
託
社
員
も
参
加
さ
せ
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　

◇

　

大
会
終
了
後
会
場
を
同
会
館
５

階
に
移
し
、
６
月
28
日
に
和
解
に

至
っ
た
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
「
訴

訟
和
解
報
告
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が

開
催
さ
れ
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
、
馬
渕
茂
夫
妻
、
金
児
順
一
団

長
・
小
泉
邦
弘
同
団
事
務
局
次
長
、

本
部
委
員
長
、
東
日
本
本
部
委
員

長
も
大
会
に
引
き
続

き
参
加
、
大
会
構
成

員
、
家
族
会
、
退
職

者
の
会
の
皆
さ
ん
ら

が
一
堂
に
会
し
、
髙

嶋
昭
一
顧
問
の
乾
杯

で
祝
杯
、
馬
渕
団
長

の
奥
さ
ん
や
金
児
団

長
さ
ん
か
ら
挨
拶
を

受
け
、
闘
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
有
意
義
な
時
を

共
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

２
０
１
０
年
度
の
地
方
委
員
15

人
が
次
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

◇

【
盛
岡
支
部
】
９
人

折
戸　

俊
幸
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

角
館　

武
範
（
盛
岡
施
設
分
会
）

佐
藤　

祐
司
（
盛
岡
電
気
分
会
）

館
川　

幸
也
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

佐
藤　

弦
悦
（
一
戸
地
域
分
会
）

稲
葉　
　

孝
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

佐
々
木
喜
一
（
北
上
工
務
分
会
）

金
野　

雅
之
（
気
仙
沼
地
域
分
会
）

小
沢
万
寿
男
（
釜
石
地
域
分
会
）

【
青
森
支
部
】
６
人

柴
田　

正
博
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

高
橋　

清
光
（
青
森
運
転
分
会
）

横
浜　

幸
徳
（
野
辺
地
地
域
分
会
）

前
田　

素
行
（
八
戸
運
輸
分
会
）

笹
山　

賀
庸
（
八
戸
工
務
分
会
）

野
田　

茂
志
（
八
戸
貨
物
分
会
）

　

大
会
で
２
０
０
９
年
度
の
地
方

本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

も
行
わ
れ
た
。

　

応
募
作
品
は
、「
可
動
橋
」（
青
森

駅
連
合
分
会
）「
か
わ
ら
版
」（
盛

岡
駅
連
合
分
会
）、「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ

ｔ
ｕ
」（
盛
岡
貨
物
分
会
）、「
国
労

北
上
地
区
協
」（
北
上
地
区
協
議

会
）、「
Ｎ
Ｒ
Ｕ
気
仙
沼
」（
気
仙
沼

地
域
分
会
）
の
５
作
品
。

　

審
査
は
、
10
月
12
日
に
地
方
本

部
教
宣
部
で
行
わ
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
最
優
秀
賞　

　

「
Ｎ
Ｒ
Ｕ
気
仙
沼
」

◎
優
秀
賞

　

「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」

○
貨
物
会
社
の
出
向
替
え
問
題
、

労
働
条
件
の
改
善
の
取
り
組
み
は

貨
物
協
と
も
連
携
し
取
り
組
み
た

い
。
エ
ル
ダ
―
交
流
会
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
嘱
託
職
員
制
度
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
す
こ
し
検

討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

＝
音
威
子
府・帯
広
両
団
長
が
挨
拶

＝

闘って良かった
これからもガンバロー
◇訴訟和解報告レセプション◇

＝2010年度＝＝
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

＝
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